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補正予算 全員賛成で
可 決

人事異動でさらなる住民サービスに期待

　

第
２
回
定
例
会
は
６
月
７
日
か
ら
13
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
人
事
案
件
の
同
意
な
ど
５
件
、
議
案
４
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
報
告
２
件
と
委
員
会
の
中
間
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

補正
予算

平
成
29
年
度

　  

一
般
会
計

1432万9千円
減 額

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
４
月
１
日
付
の

人
事
異
動
に
伴
う
給
与
の
減
額
に
よ
る
も
の
で

す
。特
別
職
及
び
職
員
給
与
費
な
ど
を
整
理
し
、

総
額
で
１
４
３
２
万
９
千
円
を
減
額
し
た
も
の

で
す
。

　

歳
入
は
、
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
金
の
減

額
で
す
。
歳
出
は
法
制
執
務
研
修
委
託
料

84
万
８
千
円
の
増
加
や
年
度
当
初
の
計
画
よ
り

自
主
返
納
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
た
た
め
、
高

齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
補
助
金

25
万
円
の
増
加
で
す
。

　

消
防
施
設
一
般
経
費
で
は
、
消
防
水
利
補
修

工
事
及
び
水
道
施
設
改
良
工
事
負
担
金
で
80
万

８
千
円
の
増
加
で
す
。

　

特
別
職
（
議
員
）
給
与
費
の
減
額
は
、
主
に

こ
の
４
月
に
新
た
な
議
員
の
６
月
支
給
分
の
期

末
手
当
の
一
部
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

特
別
職（
議
員
）及
び

　
　
　
　
　
職
員
給
与
の
減
額

事　　業　　名 補　正　額

特別職（議員）給与費 減額222万７千円

臨時職員賃金等 189万４千円

職員給与費 減額1234万円

交通安全対策費
（高齢者運転免許証自主返納補助金） 25万円

消防施設一般経費（消防水利補修工事等） 80万８千円

学校教育総務費（電話回線工事） 11万４千円

主要歳出予算



事　　業　　名 翌年度繰越額

地方創生推進交付金事業…調査研究のための事務調査委託料 540万円

戸籍住民基本台帳一般経費…個人番号交付事業費交付金 111万2千円

臨時福祉給付金（経済対策分）給付事業…消費税引上げに伴う所得の低い人への影響緩和 3609万8千円

ふれあい館管理運営費…大型連休前の冷房修繕 159万9千円

社会資本整備総合交付金事業…道路及び橋梁の整備 4011万７千円

合　　　　計 8432万6千円

３ No.79

しんとうむら

議会だより

人事異動による
平成29年　第２回定例会

平
成
29
年
度

　
　
特
別
会
計

平成28年度  一般会計繰越明許費繰越計算書

　

特
別
会
計
の
補
正
の
主
な
も
の
は
、
一
般
会
計

同
様
に
４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給

与
費
等
の
整
理
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

平
成
28
年
度
決
算
報
告
書
に
基
づ
き
、
事
業
収
益

は
な
く
流
動
資
産
は
１
４
６
２
万
３
１
１
３
円
で

あ
り
、
監
査
に
よ
る
決
算
審
査
に
お
い
て
は
、
適

正
妥
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

平
成
29
年
度
の
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
前
年

度
と
同
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
中
の
陳
情

（
村
道
桃
泉
旧
十
二
様
南
横
道
の
舗
装
工
事
）
は
、

委
員
会
の
中
間
報
告
と
し
て
地
域
住
民
の
生
活
環

境
向
上
の
た
め
当
該
村
道
舗
装
の
必
要
性
は
認
め

る
が
、
よ
り
効
果
的
な
施
工
実
施
の
た
め
継
続
審

査
と
す
る
。

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
は
、
昨
年
12
月
及
び
本
年
３
月
定
例
会
で
議
決

さ
れ
た
も
の
。

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
は

土
地
開
発
公
社
経
営
状
況
は

報告

委員会

中間
報告

審査中の道路
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人事
案件

　

現
在
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
で
あ
る
岩
田 

喜
代
司 

氏

が
、
平
成
29
年
6
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了
と
な
る
た
め
、

新
た
に
狩
野 

達
也 

氏
の
委
員
の
選
任
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
委
員
で
あ
る
岡
部 

康
博 

氏
が
、
平
成
29
年
6
月
30
日

を
も
っ
て
任
期
が
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た
に
岡
部 
京
子 

氏
の

委
員
の
任
命
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
富
澤 

礼
子 

氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
再
任
の
た
め
同
氏
を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
諮
問

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　

現
在
の
委
員
で
あ
る
永
島 

順
久 

氏
が
、
平
成
29
年
6
月
30
日

を
も
っ
て
任
期
が
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た
に
清
水 

茂
樹 

氏
の

委
員
の
任
命
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
公
平
委
員
で
あ
る
星
野 

孝
佑 

氏
が
、
平
成
29
年
7
月

21
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た
に
黒
澤 

弘
司 

氏
の
委
員
の
選
任
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

５
件
に
同
意

今
回
人
事
案
件
が
５
件
提
出
さ
れ
ま
し
た

狩野　達
たつ

也
や

 氏
（山子田）

岡部　京
きょう

子
こ

 氏
（新井）

富澤　礼
れい

子
こ

 氏
（広馬場）

清水　茂
しげ

樹
き

 氏
（広馬場）

黒澤　弘
ひろ

司
し

 氏
（山子田）

平成29年7月1日
から

平成32年6月30日
まで

平成29年7月1日
から

平成33年6月30日
まで

平成29年10月1日
から

平成32年9月30日
まで

平成29年7月1日
から

平成33年6月30日
まで

平成29年7月22日
から

平成33年7月21日
まで

《
全
員
賛
成
で
同
意
》

《
全
員
賛
成
で
同
意
》

《
全
員
賛
成
で
同
意
》

《
全
員
賛
成
で
同
意
》

《
全
員
賛
成
で
同
意
》

任期

任期

任期

任期

任期

  

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

  

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
を
推
薦
し
ま
し
た

  

教
育
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

  

公
平
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

（
県
内
外
に
お
い
て
女
性
登
用
が
叫
ば
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
適
任

者
と
し
て
選
任
さ
れ
る
）

（
委
員
の
う
ち
保
護
者
で
あ
る
者
を
含
む
規
定
が
あ
り
、
そ
の
適
任
者
と

し
て
選
任
さ
れ
る
）


